
女子山会の取組

えびのガイドクラブ



１．女子山会第１回の取組

(1) 令和元年(2019年)実施

(2) 目的
① 山登りに不安をもっている女性と

一緒に登る
② 山友だちを作る場の提供
③ 霧島の山々の魅力を広める
④ 健康づくり
⑤ インパクトで覚えやすい名前を

付ける



（3）取組の実際
① 二湖パノラマ （9/29実施） ② 白鳥山 （10/20実施）



③ 甑岳 （11/10実施） ④ アバンダントしらとり郷土の森
（12/15実施）



⑤ 韓国岳 （1/1実施）・・初日の出参拝ツアー



２．女子山会第２回の取組(令和２年度）

・ 年６回実施計画を予定したが、コロナのためすべて活動停止

３．女子山会第３回の取組(令和３年度）

・ 年３回実施計画を予定したが、コロナのためすべて活動停止

４．令和４年度、５年度、６年度は、他のツアー実施計画のため、
女子山会ツアーは計画せず



５．女子山会第４回の取組

(1) 令和７年（2025年）実施

(2) 目的
① えびの市内の低山で実施
・健康増進を図る （鹿屋体育大学の山本先生の講話を聞いて）
・幅広い年齢層が参加できる
・新燃岳の影響を受けにくい

② 限られた人しか知らないコースを皆に広める
③ 新会員を増やす



(3) 取組の実際

① えびの岳 （4/27実施）

② 白鳥山 （5/18雨のため中止）



③ 八幡ヶ丘 （6/22実施） ④ 権現山 （7/20実施）



⑤ 矢岳高原 （9/14実施）
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(4) アンケート結果より



（5）参加者の感想より

ア 心が癒やされました。
地元の山にこのような素敵な所があり、感無量です。

イ 皆様と楽しく歩けました。
植物や山についても勉強になりました。

ウ 色々と詳しく話してくださり、勉強になりました。

エ 参加者の皆が「今回も最高！！」と話されているのが
嬉しかった。

オ とても話が楽しく、きつかったですが完歩できました。
ありがとうございました。



６．まとめとして

(1) 今まで知らない低山やえびの良さを発見できた。

(2) 参加された方々が和やかに、ツアーを楽しまれていた。

(3) 毎回1/3位の人は、健康推進のために参加されていた。

(4) 参加人数が予定より少なかった。考えられることとして、

ア 広報のあり方（市広報誌の活用、口コミ）に検討が
必要である。

イ 広く知られていない場所への参加が少なかった。



７．最後に

(1) えびのの知られていない場所の発掘を行い、
参加者に楽しんでいただいた。

(2) えびのの新しい低山をえびの市民にも広めていきたい。

(3) 少人数でも参加者同士、交流ができ楽しむことができた。
今後、多くの参加者の時も少人数に分けて、
参加者同士交流ができ楽しめるようにしていきたい。



８．えびのガイドクラブについて

(1) 概要
〇 発足 平成２５年１月
・ 平成２３年５月、霧島ジオパーク発足時に
「えびのにもガイドクラブを作ろう。」と参加の行政職員・会員
での話し合いがきっかけ。

〇 会員数 ４０名
・ 男性 １９名、女性 ２１名
・ えびの市在住 ２２名、えびの市外在住 １８名
（小林市、都城市、宮崎市、湧水町、霧島市、

鹿児島市、志布志市、人吉市、熊本市）



（2） 活動の実際

① 霧島の山々のトレッキングガイド

② 麓の史跡やジオサイトのガイド

③ 小・中学校の講師

（登山遠足、史跡巡り、理科地層学習、用水路学習、
方言学習、吉都線・肥薩線学習、平和学習、伝統芸能学習）



（３）活動の紹介は

① えびのガイドクラブ Facebook

② えびのガイドクラブ Instagram

③ えびのガイドクラブ 公式LINE
（今年度作成）

〇 関心ある方は、公式LINE登録
をお願いします。




